
わんにゃんドーム２００９／ドッグスポーツｉｎナゴヤドーム 
アジリティー部門競技種目説明 
 
 アジリティー部門は、ＦＣＩルールに準じて行います。カテゴリーはスモール、ミディ

アム、ラージとし、各種目ともローカルルールを採用します。 
 アジリティーグランプリは２ヒート制のハンディキャップ競技です。その日の１ヒート

の各カテゴリーの最速タイムを比較し、２ヒート目にはハンディタイムが付加されます。

各カテゴリー上位５頭による決勝戦を実施します。 
クラブ対抗アジリティー大会は、ヨーロッパで行われているアジリティー・オープン、

ジャンピング・オープンと、ノービス、リレー種目の各順位にポイントを設定します。ク

ラブメンバーがそれぞれの順位に入賞して獲得したポイントの総合獲得点により、アジリ

ティークラブチャンピオン（ＡＧクラチャン）を決定します。 

リレーはタスキリレーにより行い、３頭の走行タイムの合計タイム／減点で順位を決定

します。スモール、ミディアム、ラージの犬による混成チームも可能です。バーの高さな

どはそれぞれのカテゴリーの規定により決定します。この２種目以外の成績は、ラージの

部とスモール＆ミディアムの部として集計し、ＦＣＩルールに準じます。 
 
■アジリティーグランプリ 
●概 要 
 誰もが同じ土俵で競技できるように、コースはハードルとトンネルだけで構成され、遅

い犬にもチャンスが生じるハンディキャップ制を採用した競技種目です。 
 アジリティーグランプリは、第１ヒートと第２ヒートの合計タイムの上位５チームによ

って決勝が行われます。アジリティーグランプリでは拒絶はありません。バー落下は１秒

加算、ハードルやトンネルを省略しなければ、違うハードルを飛んでも失格にはなりませ

ん。失格になるのはタイムオーバー、排尿排便、逸走です。 
 敗者復活として、第１ヒートの５位以下は、失格も含めて５位と同タイムとして処理し

ます。第２ヒートの、スモール・ミディアム・ラージのトップのタイムによって、ハンデ

ィを作ります。例えばそのトップが、ミディアムは３秒、ラージは５秒スモールよりも速

いタイムだったとすると、決勝戦は、ミディアムが３秒、ラージは５秒が加算されること

になります。 
●アジリティーグランプリのルール 
・競技はトンネルとハードルのみ使用します。バー落下は１秒加算。拒絶はカウントしま

せん。コース間違いは、戻ってやり直せばＯＫです。排尿排便、コントロール不能、タ

イムオーバーは失格とします。決勝に進めるのは、スモール・ミディアム・ラージ各ク

ラスの予選タイム上位５チームとします。 
・敗者復活：第１ヒート５位以下は失格も含めて、５位のタイムを第１ヒートの成績とし



ます。 
・決勝ハンディ：予選の成績を元に、決勝戦でハンディを与えます。たとえば予選合計タ

イム、ラージのトップが３０秒、ミディアムが３３秒、スモールが３５秒だった場合、

ミディアムは２秒、ラージは５秒を決勝戦のタイムに加算します。 
・決勝ラウンド：同一ハンドラーによるハンドリングは１頭のみとします。 
 
●アジリティーグランプリコース例 

  
第１ヒート               第２ヒート 

 
■クラブ対抗アジリティー大会 
●概 要 
 クラブ対抗アジリティー大会は、ヨーロッパで行われているアジリティー（ＡＧ）・オ

ープン、ジャンピング（ＪＰ）・オープン（ＦＣＩ１～２度レベル）と、ノービス、リレ

ー種目の各順位にポイントを設定します。クラブメンバーがそれぞれの順位に入賞して獲

得したポイントの総合獲得点により、アジリティークラブチャンピオン（ＡＧクラチャン）

を決定します。 

クラブは公に活動しているクラブに限らず、同好会や競技として行われている団体戦参

加チームのレベルも、３頭以上で編成されクラブ名（チーム名）があればクラブと認めま

す。クラブ（チーム）最小単位は犬３頭／ハンドラー２名となりますので、クラブ対抗ア

ジリティー大会には、夫婦や親子などでもクラブ名（チーム名）がついていれば参加でき



ます。リレーには参加しなくても、犬が３頭以上エントリーされていれば、クラブ対抗ア

ジリティー大会に参加できます。 

 ＡＧオープン、ＪＰオープン、サブノービスは個人種目ですので、これらの１種目の

みの参加もＯＫです。 

 

■リレー 

 リレーにはジャンピング用とアジリティー用のコースが、含まれています。たすきを掛

けた１走目のペアがジャンピングコースを走り、たすきをスタートゾーンで待つ第２ペア

に渡します。たすきを受け取った第２ペアはアジリティーコースを走り、スタートゾーン

で待つ第３ペアにたすきを渡します。たすきを受け取った第３走者はツインコース（ジャ

ンピングとアジリティーのコース）を通して走ります。各走者ともたすきを手に持ったま

まハンドリングすることはできません。３ペアの総合計タイムで競います。 

拒絶はカウントしません。タイムロスのみとなります。コース間違いは、戻ってやり直

せばＯＫです。排尿排便、コントロール不能、タイムオーバーは失格とし、順番通りに通

過しないでゴールした場合は、減点１００として計算します。チーム編成は自由ですが、

バーの高さは一番体高の低い犬の高さとなります。 

●テレビ愛知カップ／クラブ対抗アジリティー大会のポイント表 

種目別＼順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

リレー ８０Ｐ ７０Ｐ ６０Ｐ ５０Ｐ ４０Ｐ 

他の種目のＳ＆Ｍ ６０Ｐ ５０Ｐ ４０Ｐ ３０Ｐ ２０Ｐ 

他の種目のＬ ５０Ｐ ４０Ｐ ３０Ｐ ２０Ｐ １０Ｐ 

※ポイント計算例： 

例えば５頭でエントリーし、リレー５位／４０Ｐ、１頭目ＪＰ（Ｓ＆Ｍ）１位／６０Ｐ

＋ＡＧ（Ｓ＆Ｍ）１位／６０Ｐ。２頭目：ＪＰ（Ｌ）３位／３０Ｐ＋ＡＧ（Ｌ）３位／３

０Ｐ。３頭目：ノービス（Ｓ＆Ｍ）３位／４０Ｐ、４頭目：ノービス（Ｌ）３位／３０Ｐ、

５頭目：ＡＧ（Ｌ）７位／０点＋ＪＰ（Ｌ）２位／４０Ｐだった場合、そのクラブの獲得

ポイントはトータル／３３０点となります。 

 

■アジリティー・オープン（ＡＧオープン） 
 ヨーロッパで行われているオールカマーのアジリティー競技をもとにしたＦＣＩアジリ

ティー規定の１度～２度レベルのコースで競技を行います。犬種を問わず、どなたでも参

加できます。 
 

■ジャンピング・オープン（ＪＰオープン） 
 ヨーロッパで行われているオールカマーのジャンピング競技をもとにしたＦＣＩアジリ

ティー規定の１度～２度レベルのコースで競技を行います。犬種を問わず、どなたでも参



加できます。 
 

■ノービスクラス 
 障害はハードルとトンネルのみでコースがデザインされた初級犬（ハンドラー）向けの

種目です。コースは１２～３台前後の障害で構成されます。 
 

●共通ローカルルール 

拒絶はカウントしません。タイムロスのみとなります。コース間違いは、戻ってやり直

せばＯＫです。排尿排便、コントロール不能、タイムオーバーは失格とし、順番通りに通

過しないでゴールした場合や失格は、減点１００として計算します。 

 


